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〔要約〕 

本稿では、所得水準、情報技術（IT）環境、人的交流、共通言語（英語）といった対米サ

ービス貿易拡大の諸要因について、それらが相互にどう関係しあっているか、グラフィカ

ルモデリング（GM）の手法を用いて、変数間の構造分析を行った。その結果、第 1 に、対

米サービス貿易に直接的な影響があるのは、1 人当たり国民所得と H-1B ビザ取得者数であ

ること、第 2 に、低所得国ほど米国の H-1B ビザ取得による人的交流が盛んであり、それが

対米サービス輸出の拡大をもたらしていること、第 3 に、IT ネットワーク環境は所得水準

やビザ取得の経路を通じて間接的に対米サービス貿易に影響していること、第 4 に、英語

要因は、IT ネットワーク環境や H-1B ビザの取得に正の関係性があり、インターネット空間

で主流言語となっていることなどを背景に、対米サービス貿易の拡大に間接的な影響を及

ぼしていることが明らかとなった。 
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